


　

４
月
17
日
土
に
、
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ス
ク
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津
区
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内
に
市
立
図
書
交
流
館

「
い
こ
っ
と
」
が
開
館
し
ま
す
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本
だ
け
で
は
な
く
、
交
流
・
談
話
エ
リ
ア
や
学
習
室
、
読
み
聞
か
せ
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
、
誰
で
も
た
く
さ
ん
楽
し
め
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
館
ま
で
あ
と
少
し
！　

お
楽
し
み
に
♪

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

森
川
崇
之　

☎
（
53
）
２
６
４
６

小さなお家のようなデザインの学習室は、館内とは仕切ら
れた静かな空間になっています。
集中して読書や勉強に励みたい人にぴったり。壁際の席に
はライトも付いています。ご利用中はお静かに…。

児童コーナーにはたくさんの絵本があり、わくわくする空間になっています。読み聞かせ
スペースにはカーペットが敷かれているので、お子さんが直接床に座っても安全！
たくさん本を読んでくださいね♪

交
流
・
談
話
エ
リ
ア

広々とした空間で、友人や家族など、さまざま
な人たちと自由に交流することができる「交流・
談話エリア」。
ミルキーウェイスクエアのオープンスペースと
つながっているので、開放的な気持ちで、ゆっ
たりと読書やおしゃべりをお楽しみください。

牧
之
原
市
立

図
書
交
流
館

い
こ
っ
と
が
開
館
し
ま
す

いよいよ！

▶

「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ス
ク
エ
ア
」
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

事務室 受付

交流・談話
エリア

児童コーナー学習室

雑誌エリア

読み聞かせ
コーナー

作業
スペース

閉架書庫

資料・情報エリア

郷土資料エリア

「いこっと」平面図

学
習
室

児童コーナー

＊開館時には、席の間にパーテーションが設置されます。



－ 学校再編特集 第２回  新たな小中一貫校をつくろう －

広報まきのはら２月号に引き続き、学校再編計画策定委員会が検討して
いる「学校再編計画素案（案）」の内容についてお知らせします。
今回は、これからの学校をつくるための５つの基本方針に基づいた、学
校再編の考え方や今後の進め方についてです。

問い合わせ　教育総務課　石川奈美　☎532642

現在、市では、子ども一人一人の可能性を伸ばし、次代を
切り拓くために必要な人間力を育むため、「小中一貫教育」
を研究・試行しながら進めています。
小中一貫教育とは、 中学校卒業時の子どもの姿を小・中学
校の教職員が共有し、義務教育９年間を通じた教育課程を
つくり、系統的な学びを目指す教育のことです。
市では、教職員だけでなく、地域や家庭とも、目指す子ど
も像を共有して教育活動ができるようにと考えています。

学校再編計画策定委員会は、この取り組みをより充実させ
るため、今離れている小・中学校を「施設一体型小中一貫
校」として小・中学校を同じ場所につくることを提案して
います。また、校舎の配置などについては、新しい学校施
設を検討するときに、関係する皆さんに考えてもらいたい
と思っています。

［考え方］
▶子どもたちは、集団の中で多くの人と共に考えあい、理解し合い、切磋 
　琢磨する中で、自分らしい生き方を見出すことができるようになる。
　そして、それがこれからの時代に必要な人間力を伸ばすことにつながる。
▶そのための環境としては、一定以上の集団規模が必要。子どもたちはク
　ラス替えにより、より多くの同級生と触れ合う機会を得ることができる。

▼
開校時に１学年３クラス以上を基本とすることで、
長期的に単学級にならない人数と規模が確保できる。

新しい学校の規模 ▶▶  開校のときには１学年３クラス以上を基本にします

理由１：現在研究・試行している小中一貫教育をより充実させることができる。
理由２：地域とのつながりや地域性を継承できる範囲である。

新しい学校区 ▶▶  相良地域の小中学校を合わせて１校
　　  榛原地域の小中学校を合わせて１校

牧之原市立の学校

榛原地域の小中一貫校

相良地域の小中一貫校

学校組合立の学校

［理由］
▶単学級だが、高台にあり、新た
　な拠点づくりの開発計画がある。
▶菊川市との境にある。

［理由］
▶小学校は市立、中学校は学校組
　合立である。
▶小学校は単学級で津波浸水想定
　区域にある。

小中一貫校にすることで、目指す
姿がより実現しやすくなるように
します。

＊牧之原市小中一貫教育推進計画より

牧之原市が
小中一貫教育で目指す姿

子ども

次代を切り拓く
力をつける

学校
９年間の
つながりある
教育

教員

一人一人の
子どもを支える

家庭・地域
子どもの

成長を見守り、
共に育む

考え方

牧之原小・中学校
（牧之原市菊川市学校組合）

地頭方地区
（中学校は御前崎市牧之原市学校組合）

新たな小中一貫校を目指します

考え方

榛原中学校

川崎小学校 細江小学校

坂部小学校勝間田小学校

相良中学校

相良小学校 菅山小学校

地頭方小学校萩間小学校

現在新

現在
新

１学年３～４クラス

（開校目標時の児
童

生徒数の予測から）

今回の再編対象にするか
引き続き検討し、菊川市と協議して
総合的に判断することを求める

相良地域の小中一貫校に通う
ことを前提に、御前崎市と
協議することを求める



学校の場所 ▶▶  児童生徒が安心して学べることを最優先に考え、 自然災害に　　   強い施設とします

開校の時期 ▶▶  令和12（2030）年度までの開校を目指します

災害に強く、教育活動がより充実する施設をできる限り早くに整備することで、
▶子どもたちの安心・安全の確保と学びの充実につながります。
▶牧之原市に住みたいと思う人を増やす魅力の１つとなります。

今後の進め方

学校再編計画策定委員会が教育委員会へ学校再編計画素案を提出した後は、検討主体が教育委員会に
移ります。そのため、学校再編計画素案を提出するときには、「今後の進め方」や「配慮して進めて
ほしいこと」についても次のとおり提案をしていきます。

　再編時の子どもたちの不安を少なくし、
　新しい学校への期待を大きくできるよう、
　再編前から学校間で交流をする
　再編後もきめ細やかな支援をする

子どもたちへの支援・ケア

　通学方法は、徒歩と自転車を主とし、遠
　距離の場合はスクールバスとするが、そ
　の距離は、年齢や発達段階、高低差、地
　域性に応じて協議する
　通学路の安全を確保する

通学方法と通学路の安全性の確保

　老朽化の程度、他の公共施設とのバラン
　ス、市のまちづくりの観点から考える必
　要があるため、新しい施設の検討とは別
　の委員会などで検討する

既存施設の利活用の検討

　御前崎市・菊川市と、それぞれ十分な協
　議をする

学校組合構成市との協議

　特別な支援や日本語指導などが必要な子
　どもたちも含め、すべての子どもたちが
　安心してのびのび生活・学習できる環境
　づくりを推進する

多様なニーズへの対応

　地域、保護者、学校が大切にしたいもの
　や思いが継承されるように配慮する
　活動拠点を協議する

地域性の継続

　学校の機能を最優先に、効果的な整備手
　法と内容を検討する
　まちづくりの観点を踏まえて市全体で取
　り組む
　広く市民の意見を取り入れ、地域に愛さ
　れ子どもたちの誇りになる学校を目指す

施設の効率的・効果的整備

　きめ細やかな周知と情報提供等を行う
　広く市民の意見を聞く機会を持つ

市民への周知と意見を聞く機会

◀もっと詳しく知りたい場合は、こちらから「学校再編計画素案（案）」をお読みください。

場所の条件

▶津波浸水想定区域外で、各種災害に強い施
　設が建てられること。
▶子どもたちの通いやすさを考慮し、できる
　だけ多くの児童生徒が、徒歩または自転車
　で通うことができる場所とすること。
▶学校周辺の道路やインフラなどの状況を踏
　まえ、関係部署と連携し、都市計画などの
　他計画との融合を図って選定すること。

学校再編計画素案で選定するのはエリアまでで
す。答申を受けて、教育委員会が、選定したエリ
ア内の候補地について必要な調査・調整をし、学
校を建設するのにもっとも適した場所を総合的に
判断して場所を決めるようになります。

榛原地域は、榛原中学
校から「ぐりんぱる」
周辺を候補エリアにし
ています

相良地域は、相良総合セン
ター「い～ら」から相良総合
グラウンド周辺を候補エリア
にしています

学
校
再
編
計
画

素
案

計
画
策
定

必
要
な
調
査

学
校
再
編
計
画

学
校
施
設
整
備

の
検
討

設計・建設

開校準備

令和２年度 令和12年度

学校再編計画策定委
員会が計画素案を市
に提出します。

市が必要な調査を実
施し、市民意見をさ
らに聴いて、計画を
つくります。

学校再編計画ができた
ら、学校ごとにどんな施
設にするか、関係者で話
をします。通学方法はこ
こで検討します。

開
校

考え方

考え方

新しい学校の教育目
標やＰＴＡ組織など
について関係者で検
討します。

検索

市や教育委員会に配慮して進めてほしいこと

牧之原市　再編計画素案

津波浸水想定区域
平成25年に静岡県が
公表したレベル２の
場合。







問 ☎㉓

問 ☎

問 ☎

問 ☎㉓問 ☎

問
☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

市民相談センター（消費生活センター）案内図　

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口

入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。
相談会場でも体温測定を行い、37.5℃以上ある場合や咳症状がある場合などは、電
話相談への切り替えや相談の延期などをさせていただく場合があります。

問 ☎

▶対 象 者　当面の間、16歳以上の市民（原則、住民台帳に記載されている自治体で接種します）
▶接種回数　１人２回（20日間隔）
▶接種料金　無料
▶接種方法　個別接種（協力医療機関）、集団接種（静波体育館、相良総合センターい～ら 他）

＊高齢者には、令和３年度中に65歳に達する人を含みます。

接種できる医療機関や接種場所については、決まり次第、市ホームページや広報まきのはらなどでお
知らせします。また、接種予約をした人には、事前に予診票を郵送する予定です。

接種の対象や時期について

接種スケジュール

接種までの流れ

その他

３月中旬～
医療従事者

４月中旬以降
高齢者（＊）

５月以降
基礎疾患がある人
高齢者施設従事者

５月以降
一般の人

４月以降、市から
接種クーポンを順次発送

（予定）

「接種予約システムへの入力」または
「牧之原市新型コロナワクチン予約相

談センターへの電話」で予約
（医療機関への直接電話予約も検討中）

予約場所（医療機関
または集団接種会場）
でワクチン接種

▶ワクチンの供給量、供給時期などによって、接種時期がずれる可能性があります。

［牧之原市新型コロナワクチン予約相談センター］ ☎050-5210-8729（平日 午前８時15分～午後５時）

２月から、全国で新型コロナウイルスのワクチン接種が順次開始されています。
本市でも、現在、新型コロナウイルス感染症の発症予防や重症化予防のため、多
くの皆さんに接種をしてもらえるよう、体制を整えています。

問い合わせ　健康推進課　☎㉓0024

ワクチン接種新型コロナ
ウイルス

▶ ▶

▶予約システムは、インターネットを利用して専用サイトにアクセスし、入力フォームに沿って予約するもの
　です。市LINE公式アカウントからもサイトにアクセスできるようになります。

ワクチン集団接種の事前訓練を実施（２月26日）
訓練は、集団接種会場（予定）の静波体育館を使用し、医師会の医師や看護
師、地元住民、市職員など約70人が参加。１時間を15分間隔で４つのブロッ
クに分け、１ブロックにワクチン接種希望者が45人来場した想定で所要時
間の検証を行い、一連の流れを確認しました。
今回の訓練で明らかになったさまざまな課題については、今後検証を行い、
集団接種が円滑に実施できるよう努めます。

ワクチン接種 について

▶「牧之原市新型コロナワクチン予約相談センター」は３月15日から稼働しており、当面の間、ワクチン接
　種に関する相談を受け付けます。予約開始時期などは、決まり次第お知らせします。



— ☎㉓ ☎53
☎㉓ ☎㉓ ☎52

助
成
市
内
で
同
居
を
開
始
す
る
新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を
応
援
！

「
牧
之
原
市
結
婚
新
生
活
支
援
助
成
金
」
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す

問
い
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報
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流
課　

森
怜
也　

☎
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助
成
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

令
和
３
年
度  

国
保
・
長
寿
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課　

三
橋
麻
衣　

☎
（
23
）
０
０
２
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助
成
の
対
象
と
な
る
人
（
全
て
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
）

﹇
国
保
人
間
ド
ッ
ク
﹈

①
牧
之
原
市
国
保
に
加
入
中
で
、
令
和

　

３
年
４
月
１
日
現
在
20
歳
以
上
の
人

②
人
間
ド
ッ
ク
受
診
日
時
点
で
、
国
保

　

の
加
入
期
間
が
継
続
し
て
１
年
以
上

　

あ
る
人

③
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な

　

い
世
帯

﹇
長
寿
人
間
ド
ッ
ク
﹈

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
中
の

　

人
②
助
成
申
請
日
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
受
診

　

日
現
在
ま
で
継
続
し
て
市
内
に
在
住

　

し
て
い
る
人

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
し

　

て
い
な
い
人

申
請
方
法

①
希
望
す
る
健
診
機
関
に
直
接
予
約
す

注
射
は
大
切
な
ル
ー
ル
で
す

忘
れ
な
い
で
！　

狂
犬
病
予
防
注
射

問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

増
田
る
み
子　

☎
（
53
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２
６
０
９

動
物

　

年
１
回
の
飼
い
犬
へ
の
予
防
注
射
は
、

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た

飼

い
主
の
皆
さ
ん
は
、
お
近
く
の
動
物
病
院

に
事
前
に
空
き
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
密

集
を
避
け
な
が
ら
、
予
防
注
射
を
受
け
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射

の
実
施
期
間
が
、
４
月
〜
12
月
末
ま
で
に

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
期
限
内
に
接
種
を
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

病
気
や
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
予

防
注
射
を
打
て
な
い
と
獣
医
師
に
診
断
さ

れ
た
場
合
は
、
獣
医
師
に
狂
犬
病
予
防
接

種
猶
予
証
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
環
境
課

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
猶
予
証
が
発
行

さ
れ
た
年
度
に
限
り
、
注
射
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

持
ち
物

①
予
防
注
射
の
案
内
は
が
き
（
登
録
の
あ

　

る
犬
の
飼
い
主
に
送
付
さ
れ
ま
す
）

②
愛
犬
手
帳

③
料
金
３
５
０
０
円
（
注
射
料
金
２
９
５
０

　

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

＊
新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
30
日

　

以
内
に
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
料

　

３
千
円
を
持
参
し
、
環
境
課
（
相
良
庁

　

舎
１
階
）
ま
た
は
市
民
課
（
榛
原
庁
舎

　

２
階
）
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
生
後
90
日
未
満
の
犬
は
登
録
で
き
ま
せ

　

ん
。
90
日
経
過
後
に
申
請
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

る
。

②
予
約
後
、
受
診
日
の
１
カ
月
前
ま
で

　

に
、
市
役
所
で
申
請
書
を
記
入
し
、

　

提
出
す
る
。

受
付
開
始
日

４
月
５
日
月

＊
予
約
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
受
診
日

　

の
１
カ
月
前
ま
で
に
申
請
手
続
き
が

　

で
き
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

助
成
の
対
象
機
関

A
榛
原
総
合
病
院　

健
診
セ
ン
タ
ー

B
聖
隷　

健
康
診
断
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
浜
松
市
住
吉
）

　
　
　
　

予
防
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
浜
松
市
三
方
原
）

　
　
　
　

健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

Shizuoka

（
静
岡
市
）

C
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー　

ヘ
ル
ス
ポ
ー

　

ト
（
藤
枝
市
）

　

牧
之
原
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
中
の
人
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
人
に
対
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
受
診
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
助
成
制
度
は
、
令
和
３
年
度
に
受
診
す
る
人
間
ド
ッ
ク
が
対
象
で
す
。

結婚に伴い市内で同居を開始する新婚さんの住居費の一部を助成する「牧之原市新婚さん住む住
む助成制度」のうち、「牧之原市結婚新生活支援助成金」の要件が４月から一部変更となります。
利用および申請にあたっては、事前に情報交流課へ相談してください。

対象制度 所得要件 年齢要件 助成額

新制度 400万円未満 夫婦共に39歳以下 上限60万円（夫婦の年齢による）

旧制度 340万円未満 夫婦共に34歳以下 上限30万円

新型コロナウイルス感染症に伴う生活を支えるための支援のご案内 （令和３年３月１日現在）

社会福祉課   ☎㉓0070
市社会福祉協議会   ☎523500食料支援（フードバンク） 食べ物がない人に、最大２週間分の食料

の支援

市社会福祉協議会   ☎523500緊急小口資金特例貸付 収入減により生活が苦しい人に、必要な
生活費用などの貸付

生活困窮者自立支援制度 生活に困窮する人に、一人一人の状況に
合わせた包括的な支援

社会福祉課   ☎㉓0078住居確保給付金 収入減により家賃を払えない人に、家賃
の支援

外国人在留支援センター
ＦＲＥＳＣ　Help Desk
☎ 0120 （76） 2029

外国の人が生活に困ったとき 外国の人が困って相談をしたいとき
When a foreign person is 
having life struggles.

When a foreign person is troubled and 
wants consultation.

市内のアパートなどの住居へお住まいになる新婚のご夫婦に対して、住居の初期費用や家賃など
の一部を助成します。
■対象者
　令和３年１月１日から令和４年３月31日までの間に婚姻届を提出したご夫婦
■条件
　▶夫婦共に婚姻日における年齢が39歳以下であること
　▶夫婦の年間所得の合計が400万円未満であること
　▶対象となる住宅が市内にあり、夫婦の双方または一方の住所が当該住居にあること
　▶令和３年１月１日以降に結婚に伴い入居する住宅（アパートなど）の賃貸借または購入に　
　　よるものであること
　▶牧之原市税などに滞納がないこと
　▶５年以上市内に定住する意思があること
　▶しあわせ新婚さん家賃助成金や子育て家族定住奨励金などの補助を受けていないこと
　▶他の公的制度による家賃補助などを受けていないこと
■助成金額
▶29歳以下のご夫婦の場合＝上限60万円▶39歳以下のご夫婦の場合＝上限30万円
■申請方法
　交付申請書に必要な書類を添付し、令和４年３月31日までに情報交流課に提出する。
■その他
　家賃助成制度や住宅取得の奨励金などもありますので、詳しくは情報交流課に問い合わせてく
　ださい。

結婚新生活支援助成金（拡充）

社会福祉課   ☎㉓0078
市社会福祉協議会   ☎523500



☎



☎

産
後
も
笑
顔
が
素
敵
な
マ
マ
で

い
る
た
め
に

　

本
市
で
は
、
年
間
２
０
０
人

ほ
ど
の
お
子
さ
ん
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
命
を
生
み
出
す
大
仕

事
を
し
た
産
後
の
マ
マ
は
、
訳

も
な
く
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
気

持
ち
が
落
ち
込
み
、
涙
が
出
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
産
後
の
急
激
な
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
の
変
化
や
、
慣
れ
な

い
育
児
の
疲
れ
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
責
任
感
が
強
く
、

几
帳
面
で
、
甘
え
下
手
な
人
ほ

ど
な
り
や
す
く
、
７
人
に
１
人

が
産
後
う
つ
に
な
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

産
後
も
笑
顔
で
過
ご
す
た

め
、
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

●
パ
パ
が
で
き
る
こ
と

▼
変
化
に
気
づ
き
、
マ
マ
の
頼

れ
る
話
し
相
手
に
な
る
▼
家
事

や
育
児
を
率
先
し
て
行
う
▼
休

日
に
１
時
間
、
子
ど
も
を
預
か

り
、
マ
マ
に
自
由
時
間
を
つ
く

る　

な
ど

●
マ
マ
が
で
き
る
こ
と

▼
同
じ
子
育
て
中
の
マ
マ
や
、

本
音
を
話
せ
る
人
に
悩
み
を
話

す
▼
家
事
は
手
抜
き
し
て
ほ
ど

ほ
ど
に
▼
育
児
は
１
人
で
背
負

い
込
ま
ず
、
周
り
に
お
願
い
す

る
▼
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ

す
▼
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る

な
ど

　

産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話

に
追
わ
れ
、
自
分
の
心
や
体
の

不
調
は
後
回
し
に
し
が
ち
で

す
。「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と

感
じ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
医
師

や
助
産
師
、
保
健
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
や
赤
ち
ゃ
ん
相
談
、
産

婦
健
診
、
助
産
師
に
相
談
が
で

き
る
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

祖
父
母
や
地
域
の
皆
さ
ん

は
、
ア
ド
バ
イ
ス
よ
り
も
、
出

産
や
育
児
を
労
う
「
が
ん
ば
っ

て
い
る
ね
」
の
声
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。
産
後
の
マ
マ
は
と

て
も
ナ
イ
ー
ブ
に
な
り
、
善

意
か
ら
の
一
言
で
も
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る

一
方
、
孤
立
し
が
ち
で
す
。

　

子
育
て
は
ひ
と
り
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
パ
パ
や
祖
父
母
、
地

域
の
人
が
応
援
し
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
上
手
に
周
り
を

頼
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

健
康
推
進
課
保
健
師　

山
口
舞

☎ ☎ ☎
☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎





☎

　

毎
年
４
月
２
日
は
国
連
で
定
め
た

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
す
。

　

近
年
、
発
達
障
が
い
と
診
断
さ
れ

る
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
発
達
障

が
い
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
正
し
い

知
識
を
も
ち
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
３
月
22
日
月
か
ら
４
月

９
日
金
ま
で
、
さ
ざ
ん
か
内
に
自
閉

症
や
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
を
設
置
し
、
啓
発
と
理
解
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

▼
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

田
中　

☎
（
23
）
０
０
８
３

▼
社
会
福
祉
課　

大
窪

☎
（
23
）
０
０
７
２

　

小
説
・
手
記
・
随
筆
・
紀
行
文
・

郷
土
研
究
・
読
書
感
想
文
・
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
な
ど
、
市
内
在
住
・
在

勤
お
よ
び
本
市
出
身
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
作
品
が
掲
載
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
静
岡
新
聞
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
中
学
生
の

作
品
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

価
格　

５
０
０
円

販
売
場
所　

相
良
庁
舎
３
階
社
会
教

育
課
、
市
史
料
館
、
布
施
書
店
（
ツ

タ
ヤ
相
良
店
含
む
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
相
良
海
岸
店
、
榛
原
文
化
セ

ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

☎
（
23
）
０
０
０
２

　

航
空
機
が
、
悪
天
候
な
ど
に
よ
っ

て
運
用
時
間
を
延
長
し
た
件
数
（
10

月
〜
12
月
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

件
数　

▼
10
月
＝
３
２
０
便
の
う
ち

募　

集

　

牧
之
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

は
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ

ー
ビ
ス
実
現
の
た
め
の
協
議
や
地
域

公
共
交
通
計
画
の
推
進
に
向
け
た
事

業
実
施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数　

２
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
（
委
嘱

は
令
和
３
年
４
月
を
予
定
）

会
議
日
程　

不
定
期
で
平
日
の
昼
間

に
開
催
予
定
（
年
３
回
程
度
）

対
象　

▼
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
▼
本
市
の
附
属
機
関

な
ど
の
委
員
で
な
い
人

委
員
構
成　

公
募
委
員
の
ほ
か
、
関

係
組
織
の
代
表
者
、
事
業
者
、
学
識

経
験
者
（
全
10
人
以
内
）

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募

集
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

報
酬　

３
５
０
０
円
／
回

応
募
期
限　

４
月
15
日

申
込
先　

地
域
振
興
課　

増
田

☎
（
53
）
２
６
１
２

　

脳
を
い
き
い
き
と
保
ち
、
脳
機
能

の
維
持
改
善
を
目
的
と
し
た
「
い
き

い
き
脳
ト
レ
学
習
塾
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
教
室
で
は「
楽が
く

習し
ゅ
う

」「
座
談
」

「
運
動
」
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

脳
全
体
の
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。

　

新
し
い
仲
間
に
出
会
い
、
楽
し
く

脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
６
日

〜
９
月
16
日

毎
週
木
曜
日
の
午
前
中

会
場　

相
良
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む
。

定
員

24
人

参
加
費　

２
４
０
０
円
／
月

申
込
期
限

4
月
16
日

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

都
築

☎
（
23
）
０
０
２
４

﹇
こ
ど
も
ア
ー
ト
教
室
（
絵
画
・
工

作
）﹈

▼
年
９
回
開
催
（
定
員
７
人
）
▼

会
場
＝
榛
原
児
童
館
▼
年
会
費
＝

１
０
０
０
円

﹇
一
輪
車
教
室
﹈

▼
年
10
回
開
催
（
定
員
15
人
）
▼
会

場
＝
榛
原
児
童
館
・
片
浜
体
育
館
▼

年
会
費
＝
１
０
０
０
円

﹇
体
験
教
室
①
﹈

▼
年
８
回
開
催
（
定
員
７
人
）
▼

会
場
＝
榛
原
児
童
館
▼
年
会
費
＝

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

﹇
体
験
教
室
②
﹈

▼
年
８
回
開
催
（
定
員
６
人
）
▼

会
場
＝
相
良
児
童
館
▼
年
会
費
＝

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

﹇
卓
球
教
室
﹈

▼
年
10
回
開
催
（
定
員
６
人
）
▼
会

場
＝
相
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
２

階
▼
年
会
費
＝
１
０
０
０
円

﹇
親
子
触
れ
合
い
ク
ッ
キ
ン
グ
﹈

▼
年
３
回
開
催
（
定
員
＝
各
児
童
館

親
子
４
組
、
合
計
８
組
）
▼
会
場
＝

さ
ざ
ん
か
栄
養
指
導
室
▼
年
会
費
＝

１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

対
象　

市
内
の
小
学
生

申
込
方
法　

各
児
童
館
へ
直
接
申
し

込
む
。
＊
先
着
順

申
込
期
間　

４
月
３
日

〜
17
日

問
い
合
わ
せ　

▼
榛
原
児
童
館
＝

☎
（
22
）
６
９
７
５
▼
相
良
児
童
館

＝
☎
（
52
）
１
５
３
５

　

市
で
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
仲
間
づ
く
り
の
場
を
提
供

し
、
子
育
て
に
必
要
な
知
識
を
習
得

す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

受
講
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
安
心

し
て
講
座
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ

の
間
、
子
ど
も
を
み
て
く
れ
る
託
児

ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
す
。
託
児
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

託
児
時
間　

平
日
午
前
中
の
２
時
間

程
度
（
謝
礼
あ
り
）

募
集
期
間　

随
時
募
集

申
込
先　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

田
中

☎
（
23
）
０
０
８
３

日
時　

４
月
〜
令
和
４
年
３
月
ま
で

の
月
曜
日　

全
23
回
（
郊
外
ウ
ォ
ー

ク
を
含
む
）

＊
第
１
回
目
（
開
校
式
＆
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）
は
、
４
月
12
日

午
前
９
時

か
ら
開
催
し
ま
す
。
会
場
お
よ
び
受

付
は
相
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

す
。

会
場　

市
内
お
よ
び
市
外
コ
ー
ス

(

基
本
距
離
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

対
象　

原
則
と
し
て
市
内
在
住
で
、

年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
成
人
男

女申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

参
加
費　

年
額
３
８
０
０
円

申
込
期
限　

随
時　

申
込
先　

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

▼
ぐ
り
ん
ぱ
る
＝
☎（
22
）８
８
９
９

▼
相
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
＝

☎
（
52
）
４
６
０
０

﹇
い
こ
い
体
操
教
室
﹈

▼
日
時
＝
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分
▼
会
場
＝
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

﹇
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
ク
教
室
﹈

▼
日
時
＝
火
曜
日　

午
後
７
時
30
分

〜
午
後
８
時
30
分
▼
会
場
＝
ぐ
り
ん

ぱ
る
会
議
室

﹇
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
ク
教
室
﹈

▼
日
時
＝
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午

前
11
時
▼
会
場
＝
静
波
体
育
館

﹇
健
康
・
美
筋
教
室
﹈

▼
日
時
＝
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午

前
11
時
▼
会
場
＝
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

﹇
ウ
ォ
ー
ク
教
室
﹈

▼
日
時
＝
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午

前
11
時
30
分
▼
会
場
＝
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
成
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

随
時

申
込
先　

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
ぐ
り

ん
ぱ
る
）　

☎
（
22
）
８
８
９
９

　

ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ボ
ー
ル
な

ど
を
使
い
、
楽
し
く
運
動
を
行
う
教

室
で
す
。
体
を
動
か
し
て
脳
の
発
達

を
促
す
た
め
、
子
ど
も
の
運
動
能
力

Ｕ
Ｐ
と
脳
ト
レ
に
効
果
的
で
す
。

日
時　

月
３
回
開
催　

午
後
６
時
〜

午
後
７
時

会
場　

ぐ
り
ん
ぱ
る

対
象　

小
学
校
新
１
年
生
〜
３
年
生

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

参
加
費　

月
謝
１
３
５
０
円

申
込
期
限　

随
時

申
込
先　

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
ぐ
り

ん
ぱ
る
）　

☎
（
22
）
８
８
９
９

　

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
県
内

の
公
営
住
宅
関
係
窓
口

で
配
付
し
て
い
る
「
県

営
住
宅
の
ご
案
内
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
市
葵
区
追
手
町

９
‐
18　

静
岡
中
央
ビ
ル
９
階

静
岡
県
住
宅
供
給
公
社　

住
宅
サ
ー

ビ
ス
課

☎
０
５
４
（
２
５
５
）
４
８
２
４

HP http://w
w
w
.sjkk.or.jp/

お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
（
＊
１
）
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
額
が
児
童
扶

養
手
当
の
額
を
上
回
る
場
合
、
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
令
和
３
年
３
月
分
の

手
当
以
降
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
額

が
障
害
年
金
の
子
の
加
算
部
分
の
額

を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
以
外
の
公

的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

（
障
害
基
礎
年
金
な
ど
は
受
給
し
て

い
な
い
人
）（
＊
２
）
は
、
今
回
の

改
正
後
も
、
調
整
す
る
公
的
年
金
な

ど
の
範
囲
に
変
更
は
な
い
の
で
、
公

的
年
金
な
ど
の
額
が
児
童
扶
養
手
当

額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の
差
額
分

を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き

ま
す
。

＊
１　

国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害

基
礎
年
金
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
に
よ
る
傷
害
補
償
年
金
な
ど
。

＊
２　

障
害
者
年
金
以
外
の
公
的
年

金
な
ど
や
障
害
厚
生
年
金
（
３
級
）

の
み
を
受
給
し
て
い
る
人
。

申
込
方
法　

新
規
申
請
者
は
、
子
ど

も
子
育
て
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課

子
育
て
支
援
係　

森
田

☎
（
23
）
０
０
７
１

牧
之
原
市
地
域
公
共
交
通

会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

い
き
い
き
脳
ト
レ
学
習
塾

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

令
和
３
年
度
「
歩ほ

っ

友と
も

ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
の
会
員
募
集

県
営
住
宅
の
入
居
希
望
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の

託
児
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
受

給
内
容
変
更
の
お
知
ら
せ

富
士
山
静
岡
空
港
運
用
時

間
の
臨
時
延
長
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
児
童
館
小
学

生
事
業
教
室
参
加
者
募
集

４
月
２
日
〜
８
日
ま
で
は

発
達
障
害
啓
発
週
間
で
す

はじめよう！

シトラスリボンプロジェクト

新型コロナウイルス感染症には、誰もが感染する可能性があります。
市と市障害者自立支援ネットワークでは、医療・介護従事者の皆さ
んへの感謝の思いと、感染者への差別や偏見のない地域にしていき
たいという思いを込めた「シトラスリボン缶バッジ」を、市内の福
祉事業所で製作・販売しています。
皆さんも一緒に、活動の輪を広げませんか。

◀シトラスリボン缶バッジ
　リボンやロゴで表現する３つの輪は、「地域」
　「家庭」「職場（学校）」です。

バッジに関する問い合わせ
牧之原市障害者自立支援ネットワーク事務局
社会福祉課　大窪　☎㉓0072

０
件
▼
11
月
＝
３
５
１
便
の
う
ち
０

件
▼
12
月
＝
３
６
２
便
の
う
ち
０
件

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

増
田

☎
（
53
）
２
６
１
２

　

吉
田
町
上
下
水
道
課
で
は
、
水
道

法
の
基
準
に
基
づ
い
て
毎
月
水
質
検

査
を
実
施
し
、
細
江
地
区
、
坂
部
地

区
に
、
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
の
濁
り
や
味
、
臭
気
、
水

質
に
関
す
る
疑
問
な
ど
が
あ
れ
ば
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

検
査
結
果　

国
が
定
め
る
基
準
値
に

適
合

検
査
機
関　

一
般
財
団
法
人
静
岡
県

生
活
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

吉
田
町
上
下
水
道
課

水
道
公
務
部
門

☎
（
33
）
２
１
２
８

　

実
際
に
学
校
の
様
子
を
見
て
み
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
程　

６
月
〜
７
月
中
に
実
施
予
定

＊
５
月
上
旬
に
各
小
学
校
に
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

対
象　

吉
田
特
別
支
援
学
校
中
学
部

に
転
入
学
を
考
え
て
い
る
保
護
者

問
い
合
わ
せ　

吉
田
特
別
支
援
学
校

中
学
部
主
事

☎
（
23
）
９
８
７
２

健
康
運
動
教
室
の
参
加
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

子
ど
も
向
け
運
動
教
室
の

参
加
者
も
随
時
募
集
中
！

吉
田
町
水
道
の
水
質
検
査

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

３
月
末
か
ら
「
文
芸
ま
き

の
は
ら
」
第
15
号
を
販
売



▼
表
紙
の
写
真
を
撮
影
し
た
日
は
、

動
く
と
汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
で
し

た
。
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
満
開

の
河
津
桜
が
と
て
も
美
し
く
、
全

身
で
「
春
」
を
満
喫
。
ま
た
、
相

良
梅
園
の
梅
も
同
じ
頃
に
満
開
と

な
り
、
た
く
さ
ん
の
来
園
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
▼
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
休
日
に
子
ど
も
と
近
所

を
ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
す
る
こ
と
が
増

え
、
道
沿
い
や
公
園
の
花
な
ど
で

季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
道
路
の
脇
や
家
の
庭
な
ど
に

季
節
の
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い

る
の
を
見
る
と
、
と
て
も
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
▼
12
ペ
ー

ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
、
方
法
や
時
期
な
ど
が
決

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
量
な
ど
に
よ
り
、

情
報
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
広
報
ま

き
の
は
ら
な
ど
で
情
報
を
随
時
発

信
し
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
３
月
15
日
発
行

小
林　

姫
奈
さ
ん

こ
ば
や
し
・
ひ
な　
　
　

牧
之
原
小
６
年　
　

牧
之
原
区
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